
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

①地区内の農地面積 340.0ha

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の農地面積の合計 220.1ha

（備考）

 ・八幡崎・日沼地区は工藤憲児さんへ集約する。

 ・蒲田・新山地区は㈱一戸農園へ集約する。

ⅰ　うち50才以上で後継者が決まっている農業者の農地の合計 97.5ha

ⅱ　うち50才以上で後継者が未定の農業者の農地面積の合計 65.1ha

③地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 21.9ha

　・水田は後継者も確保できているため借り手が多数いるが、りんごは後継者がいない。
　・新規就農者の参入が少なく、畑は余っている。
　・土側溝が多く水路整備が進んでいない場所があり、多面的交付金での水路整備も手続等が複雑で整備
が進まない要因でもある。
　・放置されている田や地中に茅の地下茎が残っている田が多く、再生にかなりの時間がかかるため集約で
きずにいる。

 ・近隣の中心経営体へ集約する。

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

平川市 尾上④
（八幡崎、日沼、蒲田、新山）

令和２年３月 令和３年３月

実質化された人・農地プラン

ⅲ　うち50才未満の農業者の農地面積 57.5ha


